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船舶用制振材料とそのロードマップ 
１ 要求される性能 

造船業界は、中国を始め世界的な需要の高まりから一時の不況から脱し、5 年先迄受注が決まってい

る状況で活況を呈している。石油コンテナー、客船、高速フェリー、高精度観測船等多くの船舶に振動

減衰目的とした制振材料が使われている。特にハイテク制御装置を使用している船舶への重要性が認識

されている。 

船舶用の騒音レベルに例を取ると、ＩＭＯ（国際海事機構）に船内騒音規制が制定されている。 

        機関室 LP＝90dBA 

        機関制御室 LP=90dBA 

        事務室   LP=65dB 

        客室    LP=55dBA 

世界的にこのレベルに準拠しているが、船主によって特別な要求をすることもある。 

このような騒音レベルのみでなく、高性能電子制御機器類への振動による影響を低減するために機関

室とその周辺への制振材料の使用が注目されている。これらの例を見るために実際に使用されている代

表例が示されている（図―1，表―１）。 

 

              

（昭和電線デバイステクノロジー技術資料より引用） 




